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◆東久留米市の行政相談委員…新藤智子氏（浅間町三丁目、�２２・２２８６）▽栄田征子氏（本町二丁目、�７１・２４１６）▽當麻好雄氏（東本町、�７３･７４３０）

　
【
専　

門
】　

　

※
予
約
は
広
報
課
�

　

・
７
７
７
７
（
代
）
へ
。

７０
　

☆
法
律
相
談　
　

月
５

１１

日
・　

日
の
午
前　

時
か

１２

１０

ら
、
市
役
所
２
階
相
談
室
。

担
当
＝
弁
護
士
。
い
ず
れ

も　

月　

日
の
午
前
８
時

１０

３０

半
か
ら
（
チ
ャ
イ
ム
が

鳴
っ
て
か
ら
）、先
着
順
に

電
話
予
約
を
受
け
付
け
。

　

☆
登
記
相
談　
　

月
５

１１

日
の
午
後
１
時
か
ら
、
市

役
所
２
階
相
談
室
。
土
地

等
の
所
有
権
移
転
な
ど
。

担
当
＝
司
法
書
士
。　

月
１０

　

日
の
午
前
８
時
半
か
ら

３１先
着
順
に
電
話
予
約
を
受

け
付
け
。

　

☆
表
示
登
記
相
談　
　
１１

月
５
日
の
午
後
１
時
か
ら
、

市
役
所
２
階
相
談
室
。
建

物
の
新
・
増
・
改
築
の
登

記
な
ど
。
担
当
＝
土
地
家

屋
調
査
士
。　

月　

日
の

１０

３１

午
前
８
時
半
か
ら
先
着
順

に
電
話
予
約
を
受
け
付
け
。

　

☆
税
務
相
談　
　

月　
１１

１２

日
の
午
後
１
時
か
ら
、
市

日
の
午
前
８
時
半
か
ら
先

着
順
に
電
話
予
約
を
受
け

付
け

　

☆
年
金
・
労
災
・
失
業

保
険
・
人
事
管
理
等
相
談

　
　

月　

日
の
午
前　

時

１０

２２

１０

か
ら
、
市
役
所
２
階
相
談

室
。
担
当
＝
社
会
保
険
労

務
士
。　

月　

日
の
午
前

１０

１６

８
時
半
か
ら
先
着
順
に
電

話
予
約
を
受
け
付
け　

　
【
子
ど
も
】

　

☆
教
育
相
談
室

　

▽
中
央
相
談
室
（
教
育

セ
ン
タ
ー
〈
成
美
教
育
文

化
会
館
〉
内
）
�　

・
３

７３

６
６
７
＝
毎
週
火
曜
日
〜

土
曜
日
の
午
前　

時
〜
午

１０

後
５
時
。
電
話
相
談
も
可

　

▽
滝
山
相
談
室
（
西
中

役
所
２
階
相
談
室
。
担
当

＝
税
理
士
。　

月
６
日
の

１１

午
前
８
時
半
か
ら
先
着
順

に
電
話
予
約
を
受
け
付
け
。

　

☆
人
権
身
の
上
相
談　

　

月　

日
の
午
後
１
時
か

１１

１９

ら
、
市
役
所
２
階
相
談
室
。

担
当
＝
人
権
擁
護
委
員
。

　

月　

日
の
午
前
８
時
半

１１

１１

か
ら
先
着
順
に
電
話
予
約

を
受
け
付
け
。

　

☆
不
動
産
相
談　
　

月
１１

　

日
の
午
後
１
時
か
ら
、

１９市
役
所
２
階
相
談
室
。
担

当
＝
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
。　

月　

日
の
午
前
８

１１

１４

時
半
か
ら
先
着
順
に
電
話

予
約
を
受
け
付
け
。

　

☆
交
通
事
故
相
談　
　
１０

月　

日
の
午
後
１
時
か
ら
、

２２
市
役
所
２
階
相
談
室
。
担

当
＝
弁
護
士
、
都
交
通
事

故
相
談
員
。　

月　

日
の

１０

１６

午
前
８
時
半
か
ら
先
着
順

に
電
話
予
約
を
受
け
付
け
。

　

☆
行
政
手
続
相
談　
　
１１

月　

日
の
午
前　

時
か
ら
、

１２

１０

市
役
所
２
階
相
談
室
。
担

当
＝
行
政
書
士
。　

月
６

１１

隣
）
�　

・
８
９
０
９
＝

７５

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前　

時
〜
午
後
５
時
。

１０

電
話
相
談
も
可
。

　
【
仕　

事
】

　

☆
職
業
相
談　

平
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、

市
役
所
６
階
東
久
留
米

ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
。
都
内

全
域
と
所
沢
・
朝
霞
近
辺

の
求
人
が
パ
ソ
コ
ン
で
検

索
可
能
。
担
当
＝
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
三
鷹
職
員
。
直
接

会
場
へ
。

　
【
消
費
者
】

　

☆
消
費
者
相
談　

平
日

の
午
前
９
時
半
〜
午
後
４

時
半
、
市
民
生
活
館
１
階
。

訪
問
販
売
に
よ
る
被
害
な

ど
。
担
当
＝
消
費
生
活
相

談
員
。
電
話
相
談
�　

・
７３

４
５
０
５
も
可
。

　
【
悩
み
ご
と
】

　

☆
電
話
な
ん
で
も
相
談

（
東
久
留
米
市
社
会
福
祉

協
議
会
）　

水
曜
日
を
除

く
平
日
の
午
前　

時
〜
午

１０

後
４
時
、
�　

・
４
２
９

７４

４
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
の

さ
ま
ざ
ま
な
趣
味
活
動
で
創
作
し

た
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

▼
対
象
者　
　

歳
以
上
の
方

６０

　

▼
展
示
期
間　
　

月　

日（
金
）

１２

１２

〜　

日
（
月
）
午
前

１５

　

▼
作
品
の
搬
入
と
返
還　

搬
入

は　

月　

日
（
木
）
午
後
、
返
還

１２

１１

は　

月　

日
（
月
）
午
後

１２

１５

　

▼
会
場　

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
・
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

　

▼
募
集
作
品　

華
道
・
手
工
芸
・

陶
芸
・
木
彫
・
美
術
・
写
真
・
書

道
・
ペ
ン
習
字
・
短
歌
・
俳
句
・

俳
画
・
盆
栽
な
ど
、
一
人
１
点
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
な
お
、

展
示
位
置
は
、
主
催
者
が
指
定
し

ま
す
。
内
容
・
規
格
等
は
下
表
の

　
 
月 
３ 
日
（
祝
） 

の

１１ご

み

収

集

　
　

月
３
日
（
祝
）
は
、
次
の
地

１１
域
に
つ
い
て
一
部
品
目
の
収
集
作

業
を
行
い
ま
す
。

　

▼
燃
や
せ
る
ご
み
＝
本
町
二
丁

目
、
小
山
、
幸
町
、
前
沢
、
南
町
、

滝
山
、
下
里
、
柳
窪
、
野
火
止
、

通
り

　

▼
申
し
込
み
方
法　
　

月　

日

１１

１０

（
月
）
ま
で
に
（
消

印
有
効
）、
往
復
は

が
き
に
「
高
齢
者

作
品
展
参
加
」
と

明
記
し
、
作
品
の

八
幡
町
、
弥
生

　

▼
ト
レ
イ
＝
前
沢
、
南
町
、
滝

山
　

▼
粗
大
ご
み
＝
申
し
込
ん
で
指

定
さ
れ
た
方

医 
療 
廃 
棄 
物 
の 
回 
収 

      　

月
１
日
か
ら

１１

　

東
久
留
米
市
薬
剤
師
会
で
は
、

　

月
１
日
か
ら
在
宅
患
者
の
使
用

１１済
み
注
射
針
を
回
収
し
ま
す
。
今

ま
で
医
療
機
関
で
行
わ
れ
て
き
た

高
度
な
医
療
技
術
が
在
宅
に
お
い

て
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

注
射
器
な
ど
の
医
療
廃
棄
物
が
一

般
家
庭
か
ら
も
排
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
医
療
廃
棄
物
の
現

状
を
踏
ま
え
、
同
会
で
は
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
在
宅
患
者
が

使
用
し
た
注
射
針
を
薬
局
で
回
収

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

▼
回
収
す
る
注
射
針
と
は　

在

宅
患
者
が
薬
局
か
ら
購
入
し
た
注

射
針
で
、
在
宅
に
お
け
る
自
己
注

射
に
使
用
し
た
も
の
を
い
い
ま
す

（
血
糖
値
測
定
用
を
含
む
）

　

▼
回
収
方
法　

在
宅
患
者
の
方

が
、
注
射
針
な
ど
を
薬
局
で
購
入

し
た
際
、
保
管
箱
を
お
渡
し
し
ま

す
。
患
者
の
方
は
保
管
箱
を
持
ち

帰
り
、
自
宅
で
使
用
し
た
注
射
針

な
ど
を
保
管
容
器
一
杯
に
な
る
ま

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

新
し
い
注
射
針
な
ど
を
購
入
す
る

と
き
に
、
使
用
済
み
注
射
針
な
ど

を
入
れ
た
保
管
容
器
を
「
使
用
済

み
注
射
針
回
収
薬
局
」
の
看
板
を

掲
げ
た
薬
局
の
窓
口
に
お
持
ち
く

だ
さ
い

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
市
薬
剤
師

会
�　

・
９
０
０
７
ま
た
は
ご
み

５１

対
策
課
へ
。

第１３回いきいき高齢者作品展規格表
内　　　　　　　　容種　　目

 投げ入れ・盛り花・生け花（幅５０�×高さ７０�以内）華 道

 各種フラワー・籐（とう）工芸・木目込み人形（いずれも５０�×５０�以内）、
 和紙ちぎり絵（１０号以内）、和紙工芸、手縫いネクタイ、革工芸、手編み、
 紙粘土、 押し花絵（１０号以内）、パッチワーク、七宝焼き、和裁、洋裁など

手 工 芸

 ４０�×４０�以内陶 芸

 縦４０�×横４０�×高さ７０�以内木 彫

 油絵・水彩・デッサン・版画（いずれも１０号まで）、彫刻、日本画、南画、
 水墨画

美 術

 パネル、額付き全紙以内写 真

 半切り、茶掛け（裏打ち以上）、掛け軸（条幅以内）、額（５０�×９０�以下
で 釈文をつける）

書道・ペン習字

 色紙または短冊短歌・俳句・俳画

 一般盆栽、小品盆栽盆 栽

 絵手紙、てん刻、カリグラフィなどそ の 他

内
容
と
大
き
さ
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、
〒

２
０
３
―
８
５
５
５
、
市
役
所
介

護
福
祉
課「
生
き
が
い
健
康
の
会
」

事
務
局
宛
て
郵
送
を

　

詳
し
く
は
同
事
務
局
（
内
線
４

９
２
３
）
へ
。
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都
内
に
あ
る
文
化
財
を
身
近
に

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
年
度
も

都
内
に
あ
る
国
と
都
の
指
定
文
化

財
を
保
存
す
る
現
地
で
一
斉
公
開

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
市
で
は
文
化
財

ウ
イ
ー
ク
中
、
史
跡
巡
り
や
文
化

財
講
座
な
ど
の
企
画
事
業
を
次
の

通
り
実
施
し
ま
す
。
事
業
内
容
に

関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
生
涯

学
習
課
（
市
役
所
６
階
）、
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
２
階
）、
郷

土
資
料
室
（
第
３
分
庁
舎
）、
中
央

図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
福
祉
会

館
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
文
化
財

係
�　

・
７
７
８
４
へ
。

７０
米
津
寺
大
名
墓
所
の
現
地

解
説
、
開
山
大
愚
和
尚

肖
像
画
の
特
別
公
開

　

米
津
（
よ
ね
き
つ
）
家
は
徳
川

家
の
三
河
以
来
の
旗
本
で
、
市
内

の
門
前
・
神
山
・
前
沢
に
領
地
を

有
し
、
米
津
（
べ
い
し
ん
）
寺
を

菩
提
（
ぼ
だ
い
）
寺
に
し
た
こ
と

か
ら
、
二
代
目
米
津
田
盛
を
は
じ

め
四
代
の
藩
主
と
一
族
の
墓
碑
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の

大
名
墓
所
の
景
観
を
今
に
と
ど
め

る
多
摩
地
域
で
唯
一
の
例
と
し
て

平
成
８
年
に
都
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
山
大
愚
和
尚
の
肖
像
画
は
、

承
応
２
年
（
１
６
５
３
年
）
の
年

記
が
墨
書
さ
れ
た
頂
相
画
（
ち
ん

ぞ
う
が
）
で
、
美
術
的
に
大
変
優

れ
た
も
の
で
す
。
保
存
状
態
も
良

好
な
歴
史
資
料
と
し
て
、
平
成　
１２

年
に
新
し
く
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

米
津
寺
の
ご
協
力
に
よ
り
、
次

の
通
り
公
開
、
解
説
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
肖
像
画
は
普
段
一
般
公
開

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

▼
日
時　
　

月
３
日
（
祝
）、
墓

１１

所
の
公
開
は
午
前　

時
〜
午
後
４

１０

時
。
肖
像
画
の
公
開
は
午
前　

時
１１

と
午
後
２
時
。
解
説
は
い
ず
れ
も

午
前　

時
と
午
後
２
時
。

１１

　

▼
場
所　

米
津
寺
（
幸
町
４
ノ

２
）

「 
下 
里 
本 
邑（
む
ら
）遺
跡
」、

「
新
山
遺
跡
」
の
見
学

　

東
京
都
指
定
史
跡
「
下
里
本
邑

遺
跡
」（
野
火
止
３
ノ
３
、
下
里
第

２
住
宅
内
）
お
よ
び
「
新
山
遺
跡
」

の
柄
鏡
形
住
居
跡
（
下
里
３
ノ　

、
２１

下
里
中
学
校
校
庭
北
側
）
は
、
い

つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

郷 
土 
資 
料 
室
（
文 
化 
財 

ウ
イ
ー
ク
ガ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
の
休
日
公
開

　

約
３
万
年
前
の
旧
石
器
時
代
か

ら
江
戸
時
代
ま
で
の
東
久
留
米
の

歴
史
を
体
系
的
に
紹
介
し
た
郷
土

資
料
室
を
休
日
公
開
し
ま
す
。
発

掘
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し
た
豊
富

な
考
古
資
料
や
、
市
民
の
方
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
民
具
、
湧
（
ゆ
う
）

水
に
関
す
る
展
示
な
ど
、
東
久
留

米
の
特
色
を
居
な
が
ら
に
し
て
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
室
で

す
。

　

▼
場
所　

第
３
分
庁
舎
（
幸
町

３
ノ　

ノ　

）

１１

１０

　

▼
日
時　
　

月
３
日
（
祝
）
午

１１

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

　

月
３
日（
祝
）〜
９
日（
日
）

１１

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

前　

時
〜
午
後
４
時

１０

　

な
お
、
通
常
の
休
日
開
室
日
の

第
２
日
曜
日
（　

月
９
日
）
も
開

１１

室
し
ま
す
。

郷
土
史
講
座「
東
久
留
米

の

江

戸

時

代

」

　

江
戸
開
府
４
０
０
年
に
あ
た
る

今
年
は
、
江
戸
時
代
を
テ
ー
マ
に

市
内
史
跡
見
学
・
学
習
を
行
い
ま

す
。

　

▼
日
時　
　

月
３
日
（
祝
）
午

１１

後
２
時
〜
午
後
４
時
が
史
跡
見
学
、

　

月
９
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
３

１１時
が
講
義

　

▼
場
所
・
内
容　

史
跡
見
学
は
、

米
津
寺
か
ら
尾
張
徳
川
家
の
鷹
狩

り
の
宿
泊
所
が
置
か
れ
て
い
た
楊

柳
沢
御
殿
跡
（
前
沢
宿
）
を
歩
き

ま
す
。
江
戸
時
代
の
大
名
墓
所
や
、

今
回
新
し
く
市
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
旧
延
命
寺
跡
民
間
信
仰
石

造
物
群
等
を
見
学
。
講
義
は
、
郷

土
資
料
室
・
生
涯
学
習
ぷ
ら
ざ
で

「
久
留
米
の
江
戸
こ
ぼ
れ
話
」

　

▼
講
師　

市
学
芸
員
ほ
か

　

▼
定
員　

先
着　

名
３６

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
木
）

１０

１６

か
ら
電
話
で
同
係
へ
。

私立幼稚園一覧表

募 集 人 員電　話所　在　地園　名

各園とも
４歳児

（２年保育）
３５名

７３・５２９０上の原１－４－１５上の原幼稚園

７３・９０７５下　里４－１－４４下里幼稚園

７５・７７９８前　沢４－２５－８大道幼稚園

　

市
立
幼
稚
園
で
は
、
各
園
と
も

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
幼
児
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
園
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧

の
上
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
募
集
人
員
な
ど
は
下
表
の
通

り
で
す
。
な
お
、
募
集
人
員
を
超

え
る
場
合
は
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。 　

▼
入
園
資
格　

平
成

　

年
４
月
２
日
〜　

年

１１

１２

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

幼
児
で
、
幼
児
・
保
護

者
と
も
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
通
園
に
当
た
っ

て
保
護
者
の
責
任
で
送

迎
が
で
き
る
こ
と

　

▼
入
園
料
・
保
育
料

　

入
園
料
４
０
０
０
円
、

保
育
料
月
１
万
円　
　

　

▼
募
集
要
項
の
配
布

　
　

月　

日
（
水
）
〜

１０

１５

　

日
（
水
）
午
前
９
時

２９〜
午
後
４
時
（
土
曜
・

日
曜
日
・
祝
日
は
除
く
）。

各
幼
稚
園
お
よ
び
学
務

課
（
市
役
所
６
階
）
で

配
布

　

▼
願
書
受
け
付
け　
　

月　

日

１０

２３

（
木
）
〜　

日
（
水
）
の
午
前
９
時

２９

〜
午
後
４
時
、
直
接
入
園
を
希
望

す
る
各
市
立
幼
稚
園
へ

　

詳
し
く
は
直
接
各
幼
稚
園
へ
。

　

東
京
都
で
も
、
交
通

事
故
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
�　
・
０３

５
３
２
０
・
７
７
３
３

へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

ご
み
の
収
集
に

ご

協

力

を

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
�　

・
２
１
１
７
へ

７３
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